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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,9660 3,9380 -0,71% 2,26% 3,6374 4,0158

対円 JPY 28,11 28,21 0,36% -2,44% 30,08 27,53

対ユーロ BRL 4,4326 4,4124 -0,46% 2,19% 4,1646 4,5069

対ドル JPY 111,51 111,10 -0,37% -0,22% 104,87 112,40

対ユーロ JPY 124,61 124,45 -0,13% -0,33% 118,71 127,50

Index 95.528 96.008 0,50% -0,05% 100.439 87.536

bps 174,30 171,68 -1,50% -0,16% 209,52 149,43

% 8,96 8,88 -0,89% 0,58% 9,34 8,70

% 6,51 6,47 -0,61% -0,38% 6,69 6,32

% 2,57550 2,56513 -0,40% -1,17% 2,8039 2,5599

Index 181,90 181,77 -0,07% -1,99% 189,68 168,26

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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先週末のドルレアルスポット相場は、注目された４月米雇用統計において失業率が４９年ぶりの低水準を更新
した他、雇用者数の伸びも市場予想を上回ったことでグローバルにリスクセンチメントが改善し、レアルを含む
新興国通貨全体が上昇。レアルは取引序盤に３．９７台に迫る動きを見せたものの、引けにかけてはレアル買
いに転じ、一時３．９３台前半までレアル高が進行した。ボベスパ指数も９６，０００ポイントを回復。非農業部門
雇用者数は前月比２６．３万人増と市場予想の１９万人を超過した他（前月分は速報値１９．６万人増から１８．９
万人増に下方修正）、失業率も前月の３．８％から３．６％に改善。なお、平均時給は前月比０．２％増、前年比
３．２％増と、いずれも市場予想をやや下回っている。但し、本日のレアル相場はこの上昇分を吐き出す展開
になることが予想される。週末５日にトランプ大統領は自身のツイッターに、米中貿易協議の進展の遅さを理由
に中国製品への関税引き上げを警告（中国からの輸入品２０００億ドル相当に対する関税率を現行の１０％か
ら２５％に引き上げると警告した他、現在対象となっていない３２５０億ドル相当の中国製品にも２５％の関税を
課す可能性を示唆）。これを受け、中国は今週予定していた劉鶴副首相のワシントン訪問（約１００人の代表団
を率いて８日に訪米する予定であった）の中止 を検討していると報じられるなど、両国の協議に緊張感が高
まっている。アジア時間に円が上昇するなど、リスク回避の動きでマーケットが反応していることから、レアルも
対ドルで減価することが予想される。先週北京を訪問していたムニューシン財務長官とライトハイザー通商代
表部代表は、「生産的な協議ができた」と述べていただけに、今回の同大統領の投稿には唐突感が否めない。


